
新 し い 免 振 構 造
１階のピロティ（柱だけの階）を

ソフトストーリー（免振性を持つ階）

にする

右写真の大変位の柱がこの 4 層ビルを支えている！ この柱の水平変位：約 50cm ! 
写真-1 ：過去の実例：1972 年 米国ロス地震の時の オリブビュー病院の状況 

これが参考になる： (貴重な実大実験結果) 
このような柱 にする 

方法：・一階の柱を普通の柱の１０倍位粘り強いものにする

その方法：柱の横筋は円形、ピッチは５cm 位⇒コスト up は僅か 
 ・その柱を少し細くして層を柔らかく、上階は壁等で硬めにする

結果：一階は変形能力のある柔らかい層になり、

地震時には免振性を発揮し、上階の揺れを軽減します 

・“１階”と書きましたが、最下階,（地階）でもよいのです。 

・ 構造評定を受け実現したとしますと、
⊙ 上階の部材は小さくて済み、大きな経済メリットが得られます。

   (上階の水平震度は 0.1～0.2 位か、従って通常の耐震設計ビルの(1 割)位は経済的となろう)

⊙ またこの階は、普通の免振構造と違って、建築空間として利用でき 

⊙  さらに、メンテは殆ど不要です。 

⊙  地震後の補修もこの階のみで、無いか僅かで済みます。 

⊙ PC 鋼材（普通鉄の数倍の強度）をブレースに使えば、地震後は 

殆ど元の位置に戻る（次頁 図‐2 参照）。 

⊙ 津波地域にこれを建てれば ,一石 3 鳥！：

波が通り抜けるので津波対策・地震対策・1 階空間利用 

（東北大地震では、ゴムやダンパーの免振装置の建物は 3 割ほどが補修 
が必要となりました。制震の建物は各階での補修が必要となります）



杭も免震効果を示す

図-1 架構骨組みによる表示 図-2 地下階利用は効果的

-

 （文献：鈴木他；建築学会論文集；No.383,1988・1） 

図-3 横拘束柱の大変形能力実験 
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写真-2 鉄骨柱による実例 
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